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テ
ー
マ
₁
．

﹃
東
日
本
大
震
災
で
得
た
教
訓

事
例
と
マ
ン
シ
ョ
ン
が
備
え
る

べ
き
こ
と
﹄
と
題
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

東
北
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
組
合
連
合
会 

常
務
理

事
で
あ
り
防
災
士
の
紺
野
智
博

氏
を
講
師
に
迎
え
、
お
話
を
お

聴
き
し
ま
し
た
。

震
災
か
ら
早
や
一
年
四
か

月
、
仙
台
市
内
の
被
災
マ
ン
シ

ョ
ン
で
復
旧
が
完
了
し
た
案
件

は
半
数
に
も
満
た
な
い
の
が
状

況
。
被
災
時
に
体
験
し
た
事
、

今
、
実
践
し
て
い
る
事
が
、
今

後
に
役
立
て
ば
、
幸
い
で
す
。

Ⅰ
．︻
震
災
当
日
の
行
動
︼

①
防
災
セ
ン
タ
ー
前
集
合
。

◎
険
個
所
の
確
認
と
処
置

◎
居
住
者
の
安
否
確
認
（
居
住

者
名
簿
・
緊
急
連
絡
先
票
の
活

用
・
要
援
護
者
名
簿
の
活
用
）

◎
指
定
避
難
場
所
の
受
入
れ
状

況
（
Ｎ
Ｇ
確
認
）

◎
自
主
避
難
所
の
開
設
（
集
会

室
・
ロ
ビ
ー
・
サ
ロ
ン
）

◎
炊
出
し
の
実
施（
炊
飯
器
材
）

◎
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
か
ら
食

材
の
供
出
（
冷
凍
冷
蔵
庫
は
食

材
の
宝
庫
）

②
災
害
対
策
本
部
の
立
上
げ

◎
自
治
会
の
対
応

居
住
者
の
安
否
確
認
。
自
治

会
連
合
、
民
生
委
員
、
地
域
包

括
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
。
指

定
避
難
所
対
応
、
自
主
避
難
所

運
営

◎
管
理
組
合
の
対
応

建
物
お
よ
び
設
備
を
被
災
し

た
各
住
戸
の
状
況
確
認
と
緊
急

補
修
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
対

応
、
自
主
避
難
所
の
運
営

Ⅱ
．︻
対
策
本
部
の
設
置
︼

（
３
月
21
日
迄
）

①
受
付
。
支
援
物
資
の
受
入

れ
・
供
出
、
物
資
の
管
理
、
外

出
者
（
避
難
者
）
安
否
確
認
。

②
生
活
情
報
。
掲
示
板
の
活

用
。
情
報
の
提
供
、
共
有
。

③
居
住
者
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

介
助
、
家
具
起
こ
し
、
水
汲
、

買
出
し
、
写
真
班
、
工
作
等

④
炊
出
し
。
一
日
二
、
三
食
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。

⑤
地
域
の
避
難
所
へ
の
対
応
。

指
定
避
難
所
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
（
三
～
四
名
／
日
）

⑥
ア
ナ
ロ
グ
回
線
︵
黒
電
話
︶

停
電
時
の
通
信
手
段
に
ア
ナ
ロ

グ
回
線
が
大
活
躍
。

⑦
情
報
の
伝
達

一
斉
非
常
放
送
の
活
用

⑧
役
立
っ
た
も
の

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
（
50
キ
ロ
×

２
）、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
、
魔

法
瓶
、
反
射
式
ス
ト
ー
ブ
、
七

輪
、
土
鍋
、
充
電
式
ラ
ジ
オ
・

ラ
ン
プ
な
ど
。

Ⅲ
．︻
助
け
合
い
・
い
ざ
と
い

う
時
に
︼

①
い
か
に
臨
機
応
変
に
対
応
で

き
る
か
。
理
屈
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

だ
け
で
は
対
応
は
不
十
分
。

②
行
動
力
を
生
か
す
。
個
人
の

能
力
、
や
る
気
を
活
か
す
。
有

言
実
行
（
理
論
よ
り
実
践
）、
管

理
組
合
役
員
経
験
者
の
活
用
。

③
安
心
安
全
の
た
め
に
。
単
独

行
動
の
排
除
（
二
人
以
上
）

④
情
報
の
収
集
と
共
有
。
正
確

な
情
報
の
入
手
、
発
信
。

⑤
地
域
と
の
連
携
。
共
助
・
公

助
の
活
用
（
地
域
住
民
と
し

て
）
連
合
町
内
会
、
地
域
包
括

セ
ン
タ
ー
、
民
生
委
員
等
と
の

連
携
。

Ⅳ
．︻
助
け
合
い
・
参
加
型
相

互
扶
助
の
実
践
︼

管
理
組
合
、
自
治
会
、
自
治

会
連
合
会
に
居
住
者
自
ら
参
加

し
、
体
験
し
、
相
互
作
用
を
造

り
出
す
こ
と
が
大
切
。
常
日
頃

か
ら
場
を
作
り
、
つ
な
ぎ
、
取

り
持
つ
、
引
き
出
す
、
待
つ
、

共
に
あ
る
、
問
い
か
け
る
こ
と

に
よ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
促
進
が
重
要
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性

化
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
も
地
域
の

一
員
で
あ
る
自
覚
を
持
ち
、
地

域
の
防
災
・
防
犯
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
魅
力
向
上

に
も
貢
献
で
き
、
ソ
フ
ト
面
の

資
産
評
価
に
も
つ
な
が
る
。
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第
₄₀
回
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
（
春
季
）
実
践
セ
ミ
ナ
ー

 
（
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
の
防
災
を
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う
）

₅
月
2₇
日　

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
に
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト
・
越
谷
市
マ
ン
シ
ョ
ン
連
合
会　

共
同
開
催
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﹃
災
害
に
際
し
て
市
が
で
き
る

こ
と
、
市
民
に
お
願
い
し
た
い

こ
と
﹄
と
題
し
て
、

越
谷
市 

協
働
安
全
部 

危
機

管
理
課
副
主
幹
の
風
間
秀
治
氏

を
講
師
に
迎
え
、
お
話
を
お
聴

き
し
ま
し
た
。

Ⅰ
．︻
越
谷
市
と
地
震
︼

越
谷
市
で
は
埼
玉
県
地
震
被

害
想
定
調
査
を
基
に
最
も
被
害

が
大
き
い
と
予
測
さ
れ
る
「
東

京
湾
北
部
」
を
震
源
と
す
る
地

震
被
害
（
Ｈ
19
年
度
資
料
で

は
、
越
谷
市
の
最
大
震
度
６
・

１
）
を
最
大
値
と
捉
え
各
被
害

を
予
測
。（
※
埼
玉
県
で
は
改

訂
版
を
準
備
中
）
市
内
の
全
建

物
の
内
全
壊
数
１
、０
５
９
棟

（
１
％
強
）、
半
壊
数
５
、２
５

６
棟
（
６
％
弱
）、
一
日
後
の

避
難
者
数
４
８
、１
９
２
人
、

帰
宅
困
難
者
数
６
７
、０
５
３

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ
．︻
地
震
に
ど
う
備
え
る
か
１
︼

市
が
で
き
る
こ
と

①
越
谷
市
の
備
蓄
計
画

◎
耐
震
性
飲
料
用
貯
水
槽
の
整

備◎
食
糧
供
給
体
制
の
整
備

◎
生
活
必
需
品
供
給
体
制
の
整

備◎
防
災
用
資
器
材
の
供
給
体
制

の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
食
糧

は
避
難
者
数
の
夫
々
、
３
食
分

を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

②
災
害
時
応
援
協
定

◎
広
域
相
互
応
援
協
定
（
他
地

域
の
地
方
自
治
体
と
の
提
携
）

◎
流
通
在
庫
の
確
保
（
市
内
の

企
業
・
団
体
と
の
提
携
）

③
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

Ⅲ
．︻
地
震
に
ど
う
備
え
る
か
２
︼

市
民
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

①
地
震
が
起
き
た
ら
？

大
地
震
発
生
時
の
、
冷
静
な

対
応
は
難
し
く
、
一
瞬
の
判
断

が
生
死
を
分
け
て
し
ま
い
ま

す
。「
あ
わ
て
ず
、
落
ち
着
い

て
」
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
を

第
一
に
考
え
、
大
き
く
揺
れ
て

い
る
時
に
無
理
に
ガ
ス
コ
ン
ロ

な
ど
の
火
の
元
に
近
づ
く
行
動

は
、
か
え
っ
て
危
険
で
す
。
揺

れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
火
を
消

し
ま
し
ょ
う
。

②
地
震
対
策

室
内
の
家
具
が
転
倒
す
る

と
、
そ
の
下
敷
き
に
な
っ
て
怪

我
を
し
た
り
、
逃
げ
道
を
ふ
さ

い
で
し
ま
い
ま
す
。

家
具
の
転
倒
・
落
下
防
止
に
は

◎
重
い
も
の
を
下
、軽
い
も
の
を

上
に
す
る
な
ど
収
納
に
工
夫
を
。

◎
家
具
の
下
部
前
方
に
板
を
入

れ
た
り
、
就
寝
場
所
に
背
の
高

い
家
具
を
置
か
な
い
工
夫
を
。

◎
転
倒
防
止
金
具
、
重
ね
留
め

用
金
具
、
扉
・
引
出
し
開
放
防

止
金
具
な
ど
の
利
用
を
。

③
事
前
の
準
備︵
自
助
・
共
助
︶

防
災
の
基
本
は
、
自
助
（
自

分
・
家
族
）・
共
助
（
管
理
組

合
、
自
治
会
）・
公
助
（
行
政
機

関
）
の
連
携
を
行
い
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
地
震
災
害
時
は
、

地
域
全
体
が
被
災
者
と
な
り
、

行
政
職
員
も
ま
た
被
災
者
と
な

り
ま
す
。
公
的
な
防
災
機
関
に

よ
る
救
援
活
動
は
平
常
時
と
同

じ
様
に
は
望
め
ま
せ
ん
。
災
害

発
生
後
の
３
日
間
は
自
助
・
共

助
を
お
願
い
し
た
い
。

Ⅳ
．︻
災
害
Ｑ
＆
Ａ
抜
粋
︼

Ｑ
１
大
規
模
災
害
時
に
安
全
に

住
民
が
避
難
す
る
た
め
に
実

は
不
十
分
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
事
は
？

Ａ
１
震
災
以
降
、
防
災
無
線
が

聴
き
取
り
づ
ら
い
な
ど
多
く

の
意
見
を
頂
い
て
い
ま
す
。

（
代
替
措
置
と
し
て
シ
テ
ィ

メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
頂
き
た

い
。）

Ｑ
２
越
谷
市
に
は
２
０
０
棟
を

超
え
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が

あ
り
、
集
会
所
を
持
つ
大
型

マ
ン
シ
ョ
ン
も
駅
前
周
辺
部

に
か
な
り
の
棟
数
存
在
し
ま

す
。
自
助
、
共
助
の
精
神
で

協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と

す
れ
ば
？

Ａ
２
マ
ン
シ
ョ
ン
の
集
会
所
を

被
災
者
の
た
め
に
活
用
出
来

る
な
ら
ば
、
受
け
入
れ
に
協

力
頂
き
た
い
。
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